


要約:多胎妊娠のより安全な分娩時期と分娩様式を検討する。特に胎位の組み合わせによ

る分娩様式について文献的考察を加え、次年度に行うべき調査票を作成し、その予備的調

査を大阪にて行った。文献的には頭位一頭位では経膣分娩を、先進児が非頭位の場合は帝

王切開を推奨している。先進児が頭位で後続児が非頭位の場合は先進児を娩出させた後、

厳重なモニタリングを行いつつ、外回旋を行うことを勧めている。外回旋に成功すれば経

膣分娩、成功しなければ、単胎で骨盤位の場合の分娩様式に準じて分娩様式を決める。妊

娠 32 週以後で児の体重が 1500g 以上であれば骨盤位経膣分娩を勧めている文献が多い。

多くの文献は一絨毛膜双胎と二絨毛膜双胎とを分けて議論していなかったが、一羊膜双胎

にふれた文献では帝王切開が推奨されていた。


